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 要 旨 
背景： 
思春期の若者の間では、アルコール使用が危険な性行為と関連している。しかしながら

アフリカ系アメリカ人の思春期の女性を対象としたアルコール使用と危険な性行動に関す

る研究は限られている。本研究では、高いアルコール摂取量が危険な性行動や性感染症(STD
ｓ)の長期的な予測因子であることを、性感染症の高リスク集団であるアフリカ系アメリカ

人の思春期女性で検討した。 
方法： 

393 人の思春期女性(15-21 歳)を対象に社会人口学的因子、アルコール使用および危険な

性行動を評価した。また参加者からは性感染症を同定するために 2 つのスワブ検体が提供

された。高飲酒量については 1 回あたり 3 杯以上と定義した。 
結果： 

12 ヵ月間の危険な性行動と性感染症に対するベースライン時のアルコール使用の影響を

評価するために、二値応答の一般化推定方程式モデルを実施した。年齢、介入群およびベ

ースラインの結果変数は共変量として投入された。結果として、アルコールをたくさん飲

むことが 12 か月の追跡期間における、陽性の TV テスト結果、一貫しないコンドーム使用、

高い性的感覚を求める行動、多くのセックスパートナー、アルコールかドラッグでハイに

なったときのセックス、肛門性交を予測することがわかった。 
結論： 
これらの知見は、アフリカ系アメリカ人の思春期における HIV/STD に関わる行動介入を

語る際に、アルコールと HIV/STD リスク行動との関連について議論すべきであることを示

唆している。個人と地域社会レベルでの効果的な予防プログラムの開発には、これらに対

する深い理解が重要である。 

 




